
朝
鮮
半
島
に
中
国
か
ら
佛
教
が
伝
わ
っ
た
の
は
、
高
句
麗
・
百
済
・
新

羅
の
三
国
鼎
立
の
時
代
で
あ
っ
た
。
高
句
麗
へ
の
伝
来
は
、
小
獣
王
二
年

（
三
七
二
）
に
前
秦
の
王
符
堅
が
僧
順
道
を
高
句
麗
に
遣
わ
し
て
、
佛
像

経
文
を
送
っ
た
と
い
う
。
（
「
三
国
史
記
」
巻
十
八
・
「
三
国
遺
事
』
巻
三
）

百
済
へ
は
、
枕
流
王
元
年
（
三
八
四
）
に
東
晋
か
ら
胡
僧
摩
羅
難
陀
が
来
、

翌
二
年
（
三
八
五
）
漢
山
に
佛
寺
が
建
て
ら
れ
た
。
（
「
三
国
史
記
』
巻
二

十
四
・
『
三
国
遺
事
』
巻
三
）
更
に
新
羅
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
訓
祇
王
十

六
年
（
四
一
七
）
に
高
句
麗
か
ら
僧
墨
胡
子
が
来
た
と
し
、
或
は
法
與
王

十
四
年
（
五
二
七
）
に
阿
道
和
尚
が
来
た
の
を
以
て
佛
法
の
は
じ
め
と
い

う
。
（
『
三
国
史
記
」
巻
四
・
『
三
国
遺
事
』
巻
三
）

日
本
の
古
代
統
一
国
家
が
形
成
さ
れ
る
時
期
、
朝
鮮
半
島
か
ら
は
進
ん

だ
文
化
を
持
っ
た
人
々
が
数
多
く
新
天
地
を
求
め
て
渡
来
し
た
。
既
に
佛

教
の
盛
ん
で
あ
っ
た
彼
ら
の
故
国
か
ら
、
佛
教
は
こ
れ
ら
帰
化
人
と
共
に

伝
わ
り
、
や
が
て
日
本
の
民
衆
に
伝
播
す
る
。
日
本
へ
の
佛
教
の
公
伝
は
、

百
済
の
聖
王
が
扶
餘
に
都
を
定
め
た
五
三
八
年
、
日
本
で
は
欽
明
天
皇
七

年
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
爾
来
、
日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
百
済
の
佛
教
は
、
中
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９
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韓
国
佛
教
史
蹟
踏
査
記

村
松
法
文

国
南
部
と
関
係
の
深
か
っ
た
百
済
の
事
情
か
ら
、
梁
の
成
実
論
を
主
と
し

た
佛
教
学
で
あ
り
、
そ
の
上
に
立
っ
て
浬
梁
経
・
法
華
経
・
維
摩
経
・
勝

鬘
経
醜
般
若
経
な
ど
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
新
羅
時
代
に
は
華
厳
宗
が
盛
ん
に
な
り
、
元
暁
・
義
湘
を
は
じ
め

と
し
、
唯
識
の
円
測
・
大
賢
・
明
朗
・
僚
興
、
禅
宗
の
信
行
な
ど
日
本
の

佛
教
界
へ
与
え
た
影
響
は
大
き
い
・

今
回
、
日
本
佛
教
伝
来
の
故
郷
と
も
い
え
る
韓
国
の
佛
教
史
蹟
を
尋
ね

る
旅
が
計
画
さ
れ
、
本
学
の
横
超
名
誉
教
授
を
中
心
に
、
三
桐
・
江
上
・

若
槻
・
木
村
の
各
先
生
方
と
、
四
天
王
寺
女
子
大
の
藤
田
・
水
尾
両
教
授
、

元
金
沢
大
教
授
の
橋
本
芳
契
先
生
ら
一
行
二
十
名
の
団
体
の
一
員
と
し
て

参
加
し
、
九
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
、
韓
国
の
南
か
ら
北
へ
、
数
多
く
の

寺
院
・
佛
教
史
蹟
・
博
物
館
を
歴
訪
し
た
。
以
下
こ
れ
ら
韓
国
の
佛
教
史

蹟
・
文
物
に
つ
い
て
日
程
の
順
に
記
し
て
み
た
い
と
思
う
。

梵
魚
寺
釜
山
の
金
海
空
港
に
着
い
た
一
行
は
、
市
内
で
昼
食
の
の
ち
、

海
岸
線
に
沿
っ
て
海
水
浴
場
と
し
て
有
名
な
海
雲
台
の
浜
辺
を
見
な
が
ら
、

約
四
十
分
位
瀞
ハ
ス
に
の
り
、
最
初
の
訪
問
先
で
あ
る
梵
魚
寺
へ
着
く
。
緑

の
木
立
の
中
に
清
ら
か
な
渓
流
の
音
を
聞
き
な
が
ら
坂
道
を
登
る
と
、

「
魚
山
膜
補
寺
有
功
碑
」
の
石
碑
が
あ
る
。
「
魚
山
」
は
中
国
山
東
省
に

あ
り
陳
思
王
曹
植
に
よ
っ
て
梵
唄
の
お
こ
っ
た
所
と
さ
れ
、
「
魚
山
」
の

名
を
有
す
こ
の
地
も
亦
声
明
と
縁
の
深
い
所
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
進
む
と

「
禅
刹
大
本
山
金
井
山
梵
魚
寺
」
の
額
を
掲
げ
た
曹
渓
門
が
あ
る
。
一
列

に
並
ん
だ
四
本
の
石
柱
で
大
き
な
屋
根
を
負
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
形
を

一
柱
門
と
い
う
そ
う
だ
。
日
本
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
珍
ら
し
い
も

の
で
、
ま
さ
に
異
国
へ
来
た
感
が
強
い
。
次
は
天
王
門
で
丹
緑
に
彩
色
さ
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れ
た
四
天
王
像
が
異
様
。
不
二
門
を
過
ぎ
る
と
善
済
楼
、
大
雄
殿
が
あ
る
。

観
音
殿
で
は
ち
ょ
う
ど
勤
行
の
最
中
で
、
五
体
投
地
の
僧
は
敬
虚
そ
の
も

の
で
あ
る
。
梵
魚
寺
は
、
『
朝
鮮
佛
教
通
史
』
（
李
能
和
著
）
に
よ
れ
ば
、

新
羅
興
徳
王
十
年
乙
卯
（
八
三
五
）
に
創
建
さ
れ
た
と
い
う
が
、
他
に
文

武
王
十
八
年
、
或
い
は
十
九
年
（
六
七
八
・
六
七
九
）
の
説
も
あ
る
。
し

か
し
、
『
三
国
遺
事
』
に
よ
る
と
、
「
義
湘
が
新
羅
文
武
王
十
六
年
（
六

七
六
）
に
浮
石
寺
を
建
て
、
更
に
十
ヵ
所
の
寺
に
令
を
下
し
て
教
書
を
伝

え
た
」
と
い
わ
れ
、
そ
の
中
に
「
金
井
之
梵
魚
」
の
名
が
見
え
る
。
（
「
三

国
遺
事
』
巻
四
、
義
湘
伝
教
）
又
、
新
羅
未
の
碩
学
崔
致
遠
が
書
い
た

『
唐
大
薦
福
寺
故
寺
主
翻
経
大
徳
法
蔵
和
尚
伝
』
（
大
正
蔵
巻
五
十
所
収
）

の
中
に
も
海
東
華
厳
始
祖
と
し
て
の
義
湘
に
関
し
て
の
所
で
、
「
海
東
華

厳
之
所
有
十
山
」
の
一
つ
に
「
良
州
金
井
山
梵
語
寺
（
大
正
蔵
で
語
と
な

っ
て
い
る
が
魚
の
誤
）
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
『
三
国
遺
事
』
の
記

事
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
梵
魚
寺
は
義
湘
の
こ
の

時
よ
り
遡
っ
て
以
前
の
草
創
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
梵
魚
寺
に
は
他
に
、

冥
府
殿
・
羅
漢
殿
・
龍
華
殿
・
毘
慮
殿
な
ど
が
あ
る
。
死
者
追
悼
・
弥
勒

信
仰
・
華
厳
の
伝
統
な
ど
、
韓
国
佛
教
の
特
色
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

建
物
は
い
ず
れ
も
壬
辰
の
乱
（
一
五
九
二
年
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
、
文
禄

の
役
を
韓
国
側
か
ら
は
壬
辰
の
乱
と
い
う
。
）
の
兵
火
に
焼
か
れ
、
李
朝

の
光
海
君
五
年
（
一
六
一
三
）
の
再
興
に
な
る
と
い
う
。

通
度
寺
梵
魚
寺
を
後
に
、
一
行
は
釜
山
と
ソ
ウ
ル
を
結
ぶ
京
釜
高
速

道
路
を
走
る
。
道
路
は
よ
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
広
禽
と
し
た
黄
金
色
の

稲
穂
が
美
し
い
。
や
が
て
慶
尚
南
道
梁
山
郡
に
あ
る
霊
一
鴬
山
麓
の
通
度
寺

に
着
く
。
こ
の
山
は
印
度
の
霊
鷲
山
に
似
る
に
因
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
そ

う
だ
。
、
ハ
ス
を
降
り
て
清
澄
な
流
れ
に
か
か
る
無
風
橋
を
渡
る
。
麓
蒼
と

し
た
松
や
樫
の
古
木
の
中
を
清
流
に
沿
っ
て
参
道
は
続
く
。
暫
く
進
む
と

新
羅
の
古
刹
通
度
寺
の
総
門
で
あ
る
一
柱
門
が
あ
り
、
「
霊
鷲
山
通
度
寺
」

の
扁
額
を
掲
ぐ
。
総
門
の
手
前
に
あ
る
建
物
に
「
通
度
寺
職
場
民
防
衛

隊
」
の
門
札
が
見
え
、
準
戦
時
下
の
韓
国
を
垣
間
視
る
。
第
二
門
は
四
天

王
門
で
あ
り
、
次
の
第
三
門
不
二
門
は
目
下
修
理
工
事
中
。
こ
れ
ら
の
門

の
順
序
は
梵
魚
寺
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
正
而
に
大
雄
殿
の
大
伽
藍
が
Ⅱ

に
入
る
。
屋
根
の
上
の
線
と
軒
先
の
反
り
が
描
く
曲
線
が
美
し
い
。
こ
の

曲
線
こ
そ
韓
国
の
美
だ
と
ガ
イ
ド
女
史
が
力
説
す
る
。
軒
先
の
反
っ
た
屋

根
は
寺
院
だ
け
で
な
く
民
家
も
そ
う
で
あ
り
、
韓
国
建
築
の
大
き
な
特
色

で
あ
る
。
通
度
寺
は
も
と
入
唐
僧
慈
蔵
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。
慈
蔵
は

唐
の
貞
観
十
年
（
六
三
六
）
に
入
唐
し
、
同
十
七
年
（
六
四
三
）
に
帰
国
、

一
世
の
尊
敬
を
集
め
た
高
徳
で
あ
る
。
「
三
国
遺
事
』
に
よ
れ
ば
、
「
善
徳

王
の
乞
い
に
よ
っ
て
唐
か
ら
帰
国
し
た
慈
蔵
は
芥
皇
寺
に
住
し
て
い
た
。

こ
の
こ
ろ
国
内
の
人
で
戒
を
受
け
て
佛
を
奉
ず
る
家
は
十
中
八
九
で
、
髪

を
剃
っ
て
僧
に
な
り
た
い
と
願
い
出
る
者
が
年
々
増
え
た
の
で
、
通
度
寺

を
建
て
て
戒
壇
を
築
き
、
四
方
か
ら
来
る
者
を
受
け
入
れ
た
」
と
い
う
。

（
巻
四
・
義
解
第
五
・
慈
蔵
定
律
）
ま
た
、
「
慈
蔵
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た

舎
利
は
三
つ
に
分
け
て
、
そ
の
一
つ
は
皇
龍
寺
の
塔
に
、
他
の
一
つ
は
太

和
塔
に
、
残
り
の
一
つ
は
同
じ
く
持
ち
帰
っ
た
袈
娑
と
一
緒
に
通
度
寺
の

戒
壇
に
在
る
。
そ
の
通
度
寺
の
戒
壇
は
二
段
か
ら
な
っ
て
い
て
、
上
段
に

は
鍵
を
伏
せ
た
よ
う
な
石
蓋
が
安
置
さ
れ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
巻
三
・
塔
像
第
四
・
前
後
所
将
舎
利
）
大
雄
殿
の
建
物
は
又
「
金
剛
戒

壇
」
の
扁
額
も
掲
げ
て
お
り
、
大
雄
殿
と
し
て
の
佛
像
は
安
置
さ
れ
て
い
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な
い
。
こ
の
建
物
の
裏
に
四
方
四
十
六
尺
の
石
造
露
天
の
戒
壇
が
あ
る
。

戒
壇
は
二
層
の
壇
を
築
き
、
周
囲
に
は
四
金
剛
・
十
二
神
像
が
刻
ま
れ
、

壇
上
中
央
に
蓮
花
台
の
石
鐘
型
の
舎
利
浮
屠
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
三
国
遺

事
』
の
記
事
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
慈
蔵
の
入
唐
が
、
唐
の
律
宗
の

祖
道
宣
（
五
九
六
’
六
六
七
）
の
在
世
中
で
あ
り
、
こ
の
戒
壇
の
構
造
は

そ
の
道
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
大
い
に
注
目
を
引
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
壬

辰
の
乱
で
通
度
寺
も
戦
禍
を
被
る
が
、
李
朝
宣
祖
三
十
六
年
（
一
六
○

三
）
佛
舎
利
塔
を
重
修
し
て
舎
利
を
還
置
し
た
と
い
う
。
ガ
イ
ド
女
史
の

説
明
に
よ
る
と
現
存
の
大
雄
殿
の
基
盤
に
も
、
壬
辰
の
乱
の
傷
跡
が
は
っ

き
り
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
全
て
の
建
物
は
焼
失
し
た
が
、
五
弁
二
重
の

花
が
刻
ま
れ
て
い
る
大
雄
殿
の
基
盤
の
石
組
み
の
段
は
創
建
当
時
の
ま
ま

な
が
ら
、
花
崗
岩
の
こ
の
石
は
戦
火
で
薄
茶
色
に
変
色
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
石
が
語
り
か
け
る
無
言
の
歴
史
を
感
ず
る
。
甘
露
殿
の
前
の
五
重
の

石
塔
も
創
建
当
時
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
新
羅
の
塔
の
面
影
を
止
め
て
い

る
。
こ
の
他
、
創
建
の
頃
の
伝
説
を
伝
え
る
九
龍
神
池
や
、
慈
蔵
の
肖
像

画
を
安
置
す
る
開
山
祖
堂
が
あ
り
、
龍
華
殿
の
前
に
は
釈
迦
佛
が
未
来
世

の
弥
勒
佛
に
伝
え
る
と
い
う
石
造
り
の
「
佛
器
」
が
あ
っ
て
珍
ら
し
い
。

大
光
明
殿
は
こ
の
通
度
寺
で
現
存
す
る
最
も
古
い
建
物
で
、
約
六
百
年
前

の
高
麗
未
の
建
立
と
い
う
。
い
か
に
も
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
そ
の
建
築
は
、

彩
色
は
落
ち
て
は
い
る
が
、
正
面
の
柱
の
上
の
二
つ
の
龍
の
彫
刻
が
す
ば

ら
し
い
。
又
、
梵
鐘
閣
は
李
朝
の
粛
宗
十
二
年
（
一
六
八
六
）
に
創
建
さ

れ
た
も
の
と
い
う
。
二
階
建
て
の
上
部
に
弘
鼓
（
太
鼓
）
と
木
魚
を
の
せ
、

下
に
梵
鐘
と
雲
板
を
据
え
る
。
こ
れ
ら
は
「
四
物
」
と
称
さ
れ
、
韓
国
寺

院
の
特
色
あ
る
佛
具
の
構
成
で
あ
る
。
梵
鐘
が
階
下
に
釣
さ
れ
、
地
上
わ

ず
か
三
十
ｍ
位
し
か
上
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
日
本
の
鐘
楼
で

は
全
く
見
か
け
な
い
所
、
奇
異
に
思
い
な
が
ら
通
度
寺
を
後
に
し
た
。

三
体
石
佛
通
度
寺
か
ら
再
び
京
釜
高
速
道
路
を
走
っ
て
、
慶
尚
北
道

に
入
り
、
新
羅
千
年
の
都
慶
州
に
至
る
。
途
中
、
松
林
の
中
に
数
多
く
の

土
盛
り
を
し
た
小
さ
な
丘
が
目
つ
く
。
あ
れ
は
韓
国
固
有
の
土
葬
の
墓
だ

そ
う
だ
。
何
の
墓
標
も
な
く
松
林
の
中
に
点
在
す
る
土
の
小
山
は
、
そ
こ

に
生
き
た
名
も
な
い
人
食
の
集
会
場
と
も
い
え
よ
う
。
慶
州
の
市
街
地
の

南
の
丘
陵
地
帯
、
南
山
に
三
体
石
佛
が
あ
る
。
夕
闇
迫
る
松
林
の
中
に
石

佛
が
森
厳
の
気
と
共
に
立
っ
て
い
る
。
釈
迦
佛
を
中
央
に
し
て
左
右
に
菩

薩
像
が
並
び
、
何
と
も
い
え
ぬ
穏
や
か
な
微
笑
を
浮
か
べ
て
い
る
。
南
山

に
は
多
く
の
石
佛
・
磨
崖
佛
が
散
在
す
る
。
こ
の
三
体
の
石
佛
も
初
め
か

ら
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
別
灸
の
所
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の

だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
石
佛
は
三
国
時
代
の
い
わ
ゆ
る
古
新
羅
未
の
作
で
、

中
国
晴
の
様
式
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
、
後
世
李
朝
、
特
に
燕

山
君
（
一
四
九
五
’
一
五
○
五
在
位
）
の
排
佛
に
よ
っ
て
、
古
い
石
佛
な

ど
も
多
く
被
害
を
被
り
、
こ
の
石
佛
の
鼻
も
無
惨
に
も
欠
か
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
一
行
は
藁
葺
屋
根
の
農
家
が
残
る
古
く
静
か
な
慶
州
で
韓
式
の

夕
食
を
と
り
、
韓
国
の
第
一
夜
を
佛
国
寺
観
光
ホ
テ
ル
に
過
し
た
。

石
窟
庵
石
窟
庵
か
ら
見
る
東
方
海
上
の
日
の
出
は
無
比
の
絶
景
だ
と

い
う
こ
と
で
、
ま
だ
薄
暗
い
早
朝
五
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
た
。
三
十
分

ほ
ど
走
っ
て
、
ハ
ス
を
降
り
、
そ
こ
か
ら
木
灸
の
茂
る
朝
霜
の
山
道
を
歩

く
。
冷
や
り
と
し
た
朝
の
空
気
が
心
地
よ
く
、
歩
く
に
つ
れ
て
次
第
に
囲

り
が
白
を
と
し
て
く
る
。
だ
が
あ
い
に
く
と
こ
の
日
は
曇
っ
て
霧
が
濃
く
、

東
方
の
海
上
か
ら
登
る
朝
日
は
拝
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
山
は
吐
含
山
と
い
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う
が
、
霧
が
多
く
て
山
が
見
え
隠
れ
す
る
さ
ま
は
、
麓
か
ら
見
る
と
山
が

霧
を
吐
い
た
り
含
ん
だ
り
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
石
窟
庵
は
吐
含
山
の
中
腹
に
あ
り
、
新
羅
第
三
十

五
代
の
景
徳
王
五
十
年
（
七
五
一
）
、
大
相
金
大
城
が
佛
国
寺
を
再
興
し
た

と
同
期
に
、
前
世
の
父
母
の
為
に
石
佛
寺
を
建
立
し
た
こ
と
が
『
三
国
遺

事
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
巻
五
、
孝
善
第
九
・
大
城
孝
二
世
父
母
神
文

代
）
今
、
石
佛
寺
は
な
く
、
寺
に
付
属
し
た
こ
の
石
窟
庵
の
み
が
残
っ
て

い
る
。
多
く
の
参
拝
者
に
押
さ
れ
な
が
ら
石
室
の
正
面
に
出
る
。
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
て
、
釈
迦
如
来
坐
像
が
石
室
中
央
に
く
っ
き
り
と

浮
び
上
る
。
乳
白
色
の
花
崗
岩
の
尊
像
に
思
わ
ず
感
嘆
の
声
が
上
る
。
丈

六
の
釈
迦
坐
像
は
蓮
華
座
の
上
に
安
置
さ
れ
、
全
体
と
し
て
豊
か
な
、
そ

し
て
謹
厳
な
印
象
を
う
け
る
。
左
手
は
膝
の
上
に
の
せ
、
右
手
を
伏
せ
て

垂
れ
て
お
り
、
そ
の
相
好
は
降
魔
触
地
の
印
相
と
い
え
よ
う
。
統
一
新
羅

時
代
の
釈
迦
像
の
代
表
的
な
印
相
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
筆
者
の
乏
し
い
朝
鮮
佛
像
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
法

隆
寺
の
百
済
観
音
や
広
隆
寺
の
弥
勒
菩
薩
半
珈
思
惟
像
な
ど
か
ら
受
け
る
、

全
体
と
し
て
扁
平
で
細
い
体
躯
の
佛
像
の
印
象
か
ら
し
て
み
る
と
、
こ
の

石
窟
庵
の
釈
迦
像
は
ま
る
で
ち
が
う
。
円
く
張
っ
た
頬
、
堂
々
と
し
た
肉

づ
き
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
膝
、
そ
れ
ら
の
豊
か
な
印
象
は
強
烈
な
も
の
で

あ
っ
た
。
石
室
の
入
口
か
ら
八
部
衆
・
四
天
王
像
・
十
大
弟
子
が
左
右
に

並
ぶ
。
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
づ
つ
の
花
崗
岩
に
半
陽
刻
さ
れ
て
、
石
室
を
形
造

っ
て
い
る
。
昨
年
ま
で
は
こ
の
石
室
内
へ
入
れ
た
そ
う
だ
が
＄
保
存
の
為

と
い
う
こ
と
で
今
は
ガ
ラ
ス
板
で
入
口
を
覆
い
中
へ
は
入
れ
な
い
。
本
尊

の
真
裏
の
十
一
面
観
音
像
が
傑
出
し
た
も
の
と
い
う
が
、
残
念
な
こ
と
に

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
石
窟
庵
の
参
拝
を
終
え
た
頃
、
す
っ
か
り
明
る

く
な
り
、
一
且
ホ
テ
ル
へ
戻
り
朝
食
を
と
る
。

佛
国
寺
佛
国
寺
は
、
石
窟
庵
の
あ
る
吐
含
山
を
望
む
山
麓
の
こ
ん
も

り
茂
っ
た
松
林
の
中
に
あ
る
。
「
佛
国
寺
」
の
扁
額
を
掲
げ
る
門
を
入
り
、

実
に
手
入
れ
の
よ
く
行
き
届
い
た
参
道
を
進
む
と
、
目
の
前
に
高
倉
と
し

た
二
層
の
石
階
・
二
重
の
石
橋
の
上
に
紫
霞
門
が
そ
び
え
る
。
ま
さ
に
統

一
新
羅
王
朝
の
威
容
を
誇
る
景
観
に
圧
倒
さ
れ
る
。
佛
国
寺
の
草
創
に
つ

い
て
は
、
新
羅
法
興
王
十
五
年
（
五
二
八
）
又
は
法
與
王
二
十
二
年
（
五

三
五
）
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
幾
度
か
の
重
興
を
経
て
（
『
朝
鮮
佛
教
通
史
」

下
編
一
八
五
頁
）
、
統
一
新
羅
時
代
の
景
徳
王
十
年
（
七
五
一
）
に
金
大
城

に
よ
っ
て
大
き
く
寺
観
を
整
え
た
と
い
う
。
『
三
国
遺
事
』
に
は
こ
の
こ

と
が
詳
し
く
、
「
金
大
城
は
現
世
の
両
親
の
為
に
佛
国
寺
を
、
前
世
の
父

母
の
為
に
石
佛
寺
（
石
窟
庵
）
を
建
て
、
神
琳
と
表
訓
の
二
人
の
聖
師
を

招
い
て
住
ま
わ
せ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
更
に
『
寺
中
記
』
に
よ
る
と
し

て
、
「
景
徳
王
十
年
（
七
五
一
）
に
佛
国
寺
を
建
て
始
め
、
恵
恭
王
十
年

（
七
七
四
）
十
二
月
二
日
に
大
城
が
亡
く
な
っ
た
の
で
後
は
国
で
こ
れ
を

完
成
し
た
。
初
め
は
琉
伽
の
大
徳
降
魔
を
招
い
て
住
ま
わ
せ
た
。
こ
の
二

つ
の
伝
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
（
巻
五
、

孝
善
第
九
・
大
城
孝
二
世
父
母
神
文
代
）
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
佛
国
寺

は
壬
辰
の
乱
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
そ
の
後
、
李
朝
二
十
二
代
正
祖
王
（
一

七
七
七
’
一
八
○
○
在
位
）
の
時
に
再
建
が
始
め
ら
れ
、
現
在
も
政
府
に

よ
る
復
元
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
金
大
城
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
往

時
の
寺
域
は
現
在
の
十
倍
に
も
及
ぶ
と
い
う
か
ら
、
そ
の
規
模
は
如
何
ば

か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
紫
霞
門
に
か
か
る
石
橋
は
白
雲
橋
・
青
雲
橋
と
い
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い
、
新
羅
の
優
れ
た
石
造
技
術
の
精
巧
さ
に
た
だ
驚
嘆
す
る
の
み
で
あ
る
。

大
雄
殿
の
前
に
左
右
に
釈
迦
塔
と
多
宝
塔
が
あ
る
。
釈
迦
塔
は
高
さ
八
米

余
の
三
層
石
塔
で
、
二
層
の
基
壇
と
、
そ
の
上
に
三
層
の
塔
身
を
の
せ
、

更
に
相
輪
が
立
つ
。
こ
れ
ら
上
下
の
釣
合
の
と
れ
た
構
造
は
安
定
感
が
あ

り
、
新
羅
石
塔
の
一
標
準
を
示
す
代
表
的
な
も
の
と
い
わ
れ
る
。
一
九
六

六
年
に
第
三
層
か
ら
舎
利
荘
厳
具
一
式
が
発
見
さ
れ
、
中
に
木
版
の
無
垢

浄
光
陀
羅
尼
経
が
含
ま
れ
て
い
た
と
報
告
さ
れ
、
世
界
最
古
の
木
版
印
刷

と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。
又
こ
の
釈
迦
塔
と
相
対
す
る
多
宝
塔
は
、
高
さ

十
米
余
、
二
層
方
形
の
基
壇
が
あ
り
、
第
一
層
基
壇
は
四
方
に
石
階
が
あ

り
、
第
二
層
の
四
隅
に
石
柱
を
建
て
、
中
央
に
も
方
柱
が
あ
る
。
こ
の
柱

の
上
に
幅
広
の
薄
い
石
板
を
の
せ
、
そ
の
上
に
方
形
の
欄
干
を
め
ぐ
ら

し
、
そ
の
中
に
八
角
形
の
三
層
の
塔
身
が
あ
る
。
こ
れ
に
も
八
角
の
欄
干

が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
八
角
形
の
屋
蓋
石
の
上
に
相
輪
が
あ
る
。
こ
の
多
宝
塔

の
造
り
は
石
造
り
で
あ
り
な
が
ら
、
木
造
建
築
の
如
く
細
部
の
精
巧
な
造

形
美
を
見
せ
て
お
り
、
新
羅
の
伝
統
的
な
形
式
と
異
っ
た
特
殊
な
石
塔
で

あ
る
。
日
本
で
多
宝
塔
と
い
え
ば
、
石
山
寺
や
高
野
山
の
そ
れ
を
連
想
す

る
が
、
そ
れ
ら
と
は
全
く
似
て
も
似
つ
か
ぬ
形
を
し
て
い
る
。
こ
の
釈
迦

塔
の
端
正
な
方
形
の
塔
と
、
多
宝
塔
の
精
巧
を
極
め
た
八
角
塔
の
双
塔
形

式
は
新
羅
石
造
美
術
の
第
一
と
い
わ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
釈
迦

塔
・
多
宝
塔
双
塔
の
形
は
法
華
経
の
説
相
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
先
の
石

窟
庵
の
小
寵
の
内
に
維
摩
居
士
の
像
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
佛
国

寺
・
石
窟
庵
創
建
当
時
の
新
羅
の
佛
教
界
と
、
法
華
経
・
維
摩
経
の
関
係

が
窺
わ
れ
よ
う
。
更
に
大
雄
殿
の
奥
に
近
年
再
建
さ
れ
た
無
説
殿
が
あ
る
。

ま
た
毘
盧
殿
の
本
尊
、
毘
盧
遮
那
佛
は
景
徳
王
時
代
の
作
と
さ
れ
、
統
一

新
羅
時
代
の
三
大
金
銅
佛
の
一
体
で
あ
る
。
結
珈
畉
坐
の
半
丈
六
の
像
で

智
挙
印
を
結
ぶ
左
右
の
手
が
、
金
剛
界
曼
陀
羅
の
大
日
如
来
の
印
相
と
逆

に
な
っ
て
い
る
。
極
楽
殿
に
は
同
じ
く
三
大
金
銅
佛
の
一
体
で
あ
る
阿
弥

陀
佛
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
観
音
殿
か
ら
見
下
ろ
す
佛
国
寺
の
各
伽
藍

の
屋
根
、
そ
の
間
に
見
え
る
釈
迦
・
多
宝
二
塔
の
景
観
は
壮
観
で
あ
っ
た
。

掛
陵
佛
国
寺
参
拝
を
終
え
、
統
一
新
羅
王
朝
の
元
聖
王
（
七
八
五
’

七
九
八
在
位
）
の
陵
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
掛
陵
へ
向
う
。
松
林
の
中
に

開
け
る
陵
は
芝
生
で
覆
わ
れ
、
そ
の
緑
の
毛
布
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
色
彩

は
強
く
印
象
に
残
る
。
円
墳
の
大
き
さ
は
直
径
二
十
米
は
あ
ろ
う
。
陵
の

前
の
参
道
の
左
右
に
石
人
像
・
石
獣
が
並
び
、
特
に
中
で
異
国
風
の
武
人

像
が
人
目
を
引
く
。
当
時
こ
の
国
に
来
て
仕
え
た
・
ヘ
ル
シ
ャ
の
武
人
を
想

像
さ
せ
ら
れ
る
。
陵
の
周
囲
の
石
板
に
十
二
支
像
が
刻
ま
れ
、
各
左
自
分

の
生
年
の
像
を
探
し
な
が
ら
陵
を
一
周
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

四
天
王
寺
杜
四
天
王
寺
趾
は
一
面
の
草
原
の
中
に
所
々
に
礎
石
が
見

え
隠
れ
し
、
時
の
流
れ
の
中
に
消
え
た
寺
跡
に
荒
涼
た
る
感
を
懐
く
。
四

天
王
寺
の
草
創
に
つ
い
て
は
『
三
国
史
記
』
に
「
文
武
王
十
九
年
（
六
七

九
）
四
天
王
寺
成
る
」
の
記
録
が
あ
る
。
（
巻
七
、
新
羅
本
紀
第
七
、
文

武
王
）
ま
た
『
三
国
遺
事
』
に
は
、
「
四
天
王
寺
の
草
創
は
文
武
王
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
浪
山
の
南
側
の
善
徳
王
陵
の
下
に
建
て
た
」
と
い
う
。

（
巻
一
、
紀
異
第
一
、
善
徳
王
知
幾
三
事
）
更
に
、
司
文
武
王
十
五
年

（
六
七
五
）
唐
兵
が
来
攻
し
た
時
、
明
朗
の
勧
め
に
よ
っ
て
四
天
王
寺
を

創
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
事
が
急
迫
し
て
い
る
の
で
、
色

帛
で
仮
の
寺
を
こ
し
ら
え
、
草
で
五
方
神
像
を
作
り
、
明
朗
を
首
と
し
て

文
豆
婁
と
い
う
秘
密
法
を
使
う
と
、
風
浪
が
お
こ
り
、
唐
軍
は
み
な
水
中
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に
没
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
改
め
て
寺
を
建
て
四
天
王
寺
と
し
た
。
そ

の
後
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
‐
（
巻
二
、
紀
異
第
二
、

文
虎
（
Ｉ
武
）
王
法
敏
）
従
っ
て
『
三
国
遺
事
』
が
著
者
一
然
（
一
二
○

六
’
一
二
八
九
）
の
晩
年
七
十
歳
過
ぎ
の
六
・
七
年
（
一
二
七
五
’
一
二

八
一
・
二
）
の
撰
述
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
麗
中
期
過
ぎ
ま
で
こ
の
寺

は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
四
天
王
寺
の
草
創
は
日
本
の
四
天

王
寺
の
創
建
で
あ
る
用
明
天
皇
二
年
（
五
八
七
）
よ
り
九
十
二
年
の
ち
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
礎
石
か
ら
寺
域
は
金
堂
を
中
心
に
廻
廊
を
廻
ら
し
、
そ

の
内
部
に
東
西
に
塔
の
立
っ
て
い
た
こ
と
が
偲
ば
れ
る
。

掘
佛
寺
四
面
石
佛
次
い
で
慶
州
の
東
北
方
、
小
金
剛
山
麓
に
あ
る
掘

佛
寺
批
の
四
面
石
佛
へ
向
う
。
、
ハ
ス
を
降
り
て
山
道
を
暫
く
登
っ
た
松
林

の
中
の
窪
み
の
中
に
方
形
の
巨
岩
に
刻
ま
れ
た
石
佛
が
あ
る
。
掘
佛
寺
は

今
は
な
い
。
こ
の
四
面
石
佛
に
つ
い
て
は
『
三
国
遺
事
』
に
、
「
景
徳
王

（
七
四
二
’
七
六
五
在
位
）
が
栢
粟
寺
へ
遊
幸
し
て
山
の
下
に
至
る
と
、

地
中
か
ら
佛
を
唱
え
る
声
が
聞
え
る
の
で
、
命
じ
て
掘
っ
て
み
る
と
大
き

い
石
が
あ
り
、
四
面
に
四
方
佛
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
寺
を
建
て
、

掘
佛
を
も
っ
て
寺
名
と
し
た
。
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
（
巻
三
、
塔
像
第

四
、
四
佛
山
・
掘
佛
寺
・
万
佛
山
）
佛
像
は
高
さ
三
米
余
の
巨
岩
の
四
面

に
薄
肉
彫
さ
れ
て
お
り
、
西
側
の
中
央
は
阿
弥
陀
佛
の
立
像
で
、
頭
部
の

み
丸
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。
左
右
に
は
二
菩
薩
の
像
が
脇
侍
と
し
て
あ
る
。

更
に
東
側
に
は
薬
師
、
南
側
は
釈
迦
、
北
側
に
は
弥
勒
の
像
が
刻
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
佛
像
に
は
遠
く
印
度
の
グ
プ
タ
様
式
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

芽
皇
寺
芥
皇
寺
は
新
羅
佛
教
史
上
最
も
高
名
な
寺
の
一
つ
。
草
創
に

つ
い
て
は
、
『
三
国
史
記
』
に
「
（
善
徳
王
）
三
年
（
六
三
四
）
春
正
月
改

元
仁
平
。
芥
皇
寺
成
…
。
：
」
の
記
事
が
あ
る
。
（
巻
五
、
新
羅
本
紀
第
五
、

善
徳
王
）
ま
た
『
三
国
遺
事
』
に
は
、
「
唐
の
貞
観
十
七
年
（
六
四
三
）

に
善
徳
王
の
乞
い
に
よ
っ
て
帰
国
し
た
慈
蔵
を
国
を
あ
げ
て
歓
迎
し
、
王

が
命
じ
て
芥
皇
寺
に
住
ま
わ
せ
、
給
与
と
護
衛
と
を
十
分
に
与
え
た
。
」
と

あ
る
。
（
巻
四
、
義
解
第
五
、
慈
蔵
定
律
）
ま
た
こ
の
寺
は
新
羅
華
厳
の

学
僧
と
し
て
名
高
い
元
暁
が
住
ん
だ
寺
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

も
『
三
国
遺
事
』
に
は
、
「
元
暁
は
か
っ
て
芥
皇
寺
に
住
し
て
華
厳
の
疏

を
蟇
し
た
が
、
第
四
十
廻
向
品
に
至
っ
て
つ
い
に
絶
筆
し
た
。
」
と
記
し

て
い
る
。
（
巻
四
、
義
解
第
五
、
元
暁
不
礪
）
こ
の
記
事
か
ら
、
元
暁
は

こ
の
寺
に
最
晩
年
に
住
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
著
述
し
た
華

厳
経
の
疏
と
い
う
の
が
、
現
在
大
正
大
蔵
経
巻
八
十
五
に
収
め
ら
れ
て
い

る
元
暁
の
華
厳
経
疏
巻
第
三
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
芥
皇
寺
の
境
内
に
は
往

時
の
伽
藍
は
な
く
、
草
創
当
時
の
も
の
と
し
て
、
現
存
す
る
新
羅
石
塔
の

最
古
と
さ
れ
る
三
層
の
石
塔
が
あ
る
。
Ⅲ
六
・
五
米
、
高
さ
二
・
六
米
と

い
う
韓
国
で
は
他
に
比
類
を
見
ぬ
大
き
な
石
塔
で
あ
る
。
も
と
は
七
層
或

は
九
層
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
今
は
三
層
の
み
で
あ
る
。
煉
瓦
形
の

安
山
岩
を
積
ん
で
塔
身
を
築
い
て
い
る
。
こ
の
塔
の
形
態
は
騨
塔
（
煉
瓦

積
み
の
塔
）
に
倣
っ
て
お
り
、
中
国
南
北
朝
時
代
の
特
色
を
受
け
継
い
で

い
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
他
の
石
塔
と
は
全
く
異
な
り
、
外
形

は
む
し
ろ
木
造
の
塔
に
近
い
。
第
一
層
の
四
面
に
は
花
崗
岩
で
篭
室
を
造

り
、
入
口
の
左
右
に
は
仁
王
立
像
が
あ
る
。
塔
の
基
壇
の
四
方
に
獅
子
と

海
の
方
角
に
向
い
て
の
海
獣
が
珍
ら
し
い
・
小
さ
な
佛
殿
に
は
薬
師
如
来

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
本
尊
の
右
の
奥
に
こ
の
寺
に
住
し
た
元
暁
の
絵
像
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を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
慈
蔵
、
元
暁
と
い
う
二
人
の
新
羅
佛
教
の
代

表
的
高
僧
が
住
し
た
寺
で
あ
る
こ
と
が
我
々
の
強
い
感
銘
を
呼
ん
だ
。

皇
龍
寺
地
芥
皇
寺
の
近
く
に
皇
龍
寺
趾
が
あ
る
。
現
在
発
掘
調
査
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
伽
藍
の
礎
石
が
並
び
、
往
寺
の
規
模
の
広
大
さ
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
発
掘
調
査
は
明
年
に
は
完
了
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
佛
国
寺
の
数
倍
の
規
模
で
あ
る
と
い
う
。
皇
龍
寺
に
つ

い
て
は
『
三
国
遺
事
』
巻
三
、
『
三
国
史
記
』
巻
四
な
ど
に
関
係
の
記
事

が
多
い
。
近
年
、
『
佛
教
芸
術
』
第
九
八
号
・
九
九
号
（
昭
和
四
九
年
九

月
・
十
一
月
）
に
黄
寿
永
博
士
の
「
新
羅
皇
龍
寺
九
層
塔
の
刹
柱
本
記
」

の
論
文
で
詳
し
く
報
告
が
さ
れ
て
い
た
。
皇
龍
寺
祉
を
バ
ス
の
車
窓
か
ら

見
渡
し
な
が
ら
通
過
し
、
慶
州
市
内
へ
入
っ
て
昼
食
を
と
る
。

古
墳
公
園
・
天
馬
塚
午
後
は
新
羅
の
王
城
、
半
月
城
祉
の
近
く
に
あ

る
新
羅
王
族
の
古
墳
群
一
帯
を
公
園
と
し
た
古
墳
公
園
へ
出
か
け
る
。
昨

年
整
備
を
終
え
て
公
園
と
し
て
公
開
さ
れ
た
。
公
園
内
に
は
大
小
二
十
余

の
古
墳
が
あ
る
。
園
内
は
雑
草
一
本
な
く
、
ご
み
一
つ
落
ち
て
い
な
い
。

古
墳
を
お
お
う
緑
の
芝
生
も
手
入
が
入
き
届
い
て
お
り
、
実
に
美
し
い
・

内
に
天
馬
図
で
有
名
な
天
馬
塚
古
墳
が
あ
る
。
発
捌
調
査
の
あ
と
、
古
墳

の
構
造
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
古
墳
の
内
部
の
半
分
を
く
り
ぬ
き
、
断

面
が
見
え
る
よ
う
に
し
、
博
物
鮒
と
し
て
出
土
品
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

慶
州
国
立
博
物
館
一
九
七
五
年
に
現
在
の
建
物
が
新
築
さ
れ
、
古
墳

出
土
品
や
佛
像
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。
広
い
館
内
を
全
部
見
て
廻

る
の
は
大
変
だ
。
質
・
量
と
も
日
本
で
は
と
て
も
及
ば
ぬ
。
博
物
館
の
前

に
有
名
な
「
エ
ミ
レ
の
鐘
」
と
呼
ば
れ
る
聖
徳
大
王
神
鐘
が
あ
る
。
鋳
造

は
恵
恭
王
七
年
（
七
七
一
）
（
『
三
国
遣
事
』
巻
三
）
で
、
東
洋
最
大
を
誇

る
巨
鐘
は
、
口
帯
と
連
珠
紋
帯
に
唐
草
紋
を
施
し
、
鐘
の
表
面
に
は
飛
天

像
と
鐘
の
来
歴
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
実
に
美
事
な
造
り
で
あ
る
。
そ
の
音

色
が
ま
た
素
晴
し
い
と
い
う
が
、
聞
け
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

が
こ
こ
に
至
っ
て
通
度
寺
で
不
審
に
思
っ
て
い
た
韓
国
の
梵
鐘
の
釣
り
位

置
の
低
さ
の
意
味
が
は
じ
め
て
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
鐘
の
直
下
に
擢
鉢

形
の
穴
が
あ
り
、
鐘
の
響
き
は
そ
の
穴
に
反
射
し
て
鐘
の
上
部
の
龍
頭
部

分
に
あ
る
．
〈
イ
ブ
か
ら
空
中
に
高
く
響
き
広
が
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

新
羅
千
年
の
都
慶
州
を
後
に
し
て
、
再
び
京
釜
高
速
道
路
を
走
り
、
人

口
一
二
○
万
の
韓
国
第
三
の
都
市
大
邸
に
着
く
。
ゞ
ハ
ス
か
ら
見
る
大
邸
の

町
は
柳
の
木
が
多
く
、
街
行
く
中
学
生
達
は
日
本
の
中
学
生
と
全
く
同
じ

よ
う
な
制
服
で
、
重
そ
う
な
カ
バ
ン
を
抱
え
て
い
る
の
も
よ
く
似
て
い
る
。

海
印
寺
第
三
日
目
。
大
邸
の
町
か
ら
零
ハ
ス
に
揺
ら
れ
て
約
二
時
間
、

今
凹
の
旅
の
中
で
最
も
期
待
の
大
き
い
海
印
寺
へ
と
向
う
。
海
印
寺
は
慶

尚
南
道
の
北
端
、
伽
耶
山
に
あ
る
。
海
印
寺
へ
の
道
は
う
っ
そ
う
と
茂
っ

た
松
林
の
中
を
渓
谷
に
沿
っ
て
続
く
。
進
む
に
従
っ
て
次
第
に
渓
谷
も
深

く
な
る
。
道
路
の
両
側
に
は
桜
の
並
木
も
あ
り
、
春
の
時
、
ま
た
秋
に
は
、

松
の
緑
と
紅
葉
の
織
り
な
す
自
然
の
景
観
は
す
ば
ら
し
い
だ
ろ
う
と
想
像

さ
れ
る
。
バ
ス
を
降
り
て
約
一
キ
ロ
ほ
ど
山
道
を
歩
く
。
こ
の
旅
行
中
、

残
暑
の
厳
し
さ
に
閉
口
し
て
い
た
が
、
松
林
を
渡
る
涼
風
が
心
地
よ
い
。

や
が
て
、
「
法
寳
宗
刹
成
佛
門
」
の
扁
額
を
掲
げ
る
門
を
過
ぎ
る
と
、
「
伽
耶

山
海
印
寺
」
の
額
の
あ
る
山
門
に
着
く
。
い
よ
い
よ
海
印
寺
と
心
お
ど
る
。

次
い
で
「
海
東
圓
宗
大
伽
藍
」
の
扁
額
を
掲
げ
、
四
天
王
像
を
安
置
す
る

鳳
風
門
、
更
に
解
脱
門
を
過
ぎ
る
と
、
九
光
楼
が
あ
り
、
次
い
で
白
砂

が
開
け
、
大
寂
光
殿
が
あ
る
。
海
印
寺
の
草
創
に
つ
い
て
は
、
『
三
国
史
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記
』
に
、
「
（
哀
荘
王
）
三
年
（
八
○
二
）
八
月
創
加
耶
山
海
印
寺
」
の
記

事
が
あ
る
。
（
巻
十
、
新
羅
本
紀
第
十
、
哀
荘
王
）
ま
た
海
印
寺
で
買
い

求
め
た
海
印
寺
発
行
の
『
海
印
寺
誌
』
に
も
、
「
新
羅
哀
荘
王
三
年
（
八

○
二
）
八
月
、
王
妃
の
背
瘡
を
、
順
応
・
利
貞
の
二
僧
が
治
し
、
王
は
そ

れ
に
謝
し
て
こ
の
地
に
寺
を
建
て
た
。
順
応
・
利
貞
二
師
は
華
厳
経
の
海

印
三
昧
に
ち
な
ん
で
海
印
寺
と
命
名
し
た
」
と
い
う
。
然
る
に
、
先
に
梵

魚
寺
草
創
に
つ
い
て
触
れ
た
所
で
、
「
三
国
遺
事
』
の
中
に
義
湘
が
新
羅
文

武
王
十
六
年
（
六
七
六
）
に
浮
石
寺
を
建
て
、
更
に
十
力
寺
に
令
を
下
し

て
教
書
を
伝
え
た
と
い
う
。
そ
の
十
力
寺
の
一
つ
に
「
伽
耶
之
海
印
」
の

名
が
や
は
り
見
え
る
。
同
様
に
崔
致
遠
の
『
法
蔵
和
尚
伝
』
に
も
「
康
州

伽
耶
山
海
印
寺
」
の
名
が
義
湘
に
関
連
し
た
所
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
こ
の
海
印
寺
の
草
創
も
梵
魚
寺
の
場
合
と
同
様
六
七
六
年
以
前

に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
大
寂
光
殿
内
の
本
尊
は
砒
慮
遮
那

佛
で
あ
る
。
大
寂
光
殿
の
裏
に
「
八
萬
大
藏
経
」
の
扁
額
の
門
が
石
段
の

上
に
あ
る
。
漢
訳
佛
典
に
親
し
む
者
に
と
っ
て
、
こ
の
中
に
あ
る
高
脆
版

大
蔵
経
は
ま
さ
に
法
宝
そ
の
も
の
で
あ
る
。
特
別
に
経
庫
の
内
を
拝
観
す

る
こ
と
が
で
き
、
経
庫
に
足
を
ふ
み
入
れ
る
と
五
段
に
ぎ
っ
し
り
版
木
が

納
ま
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
感
激
の
極
み
で
あ
る
。
わ
が
大
谷
大
学
に
も
所

蔵
し
て
い
る
高
麗
版
大
蔵
経
の
故
郷
で
も
あ
り
、
一
層
親
密
感
が
深
い
。

統
一
新
羅
を
継
い
だ
高
麗
は
九
一
八
年
に
建
国
し
、
九
三
六
年
に
完
全
な

統
一
国
家
を
作
っ
て
一
三
九
二
年
ま
で
続
く
。
高
麗
王
朝
は
新
羅
と
同
様

に
佛
教
を
尊
崇
、
保
護
し
た
。
又
高
麗
の
佛
教
は
度
々
外
題
に
対
し
て
国

家
の
危
急
を
防
ぐ
為
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
八
代
顕
宗
王
（
一
○

一
○
’
一
○
三
一
在
位
）
時
代
に
契
丹
の
攻
略
と
い
う
国
難
に
対
し
て
、

そ
の
二
年
（
一
○
二
）
勅
を
も
っ
て
大
蔵
経
の
刊
行
が
な
さ
れ
て
い
る
。

十
一
代
文
宗
王
の
子
、
大
覚
国
師
義
天
は
続
大
蔵
経
を
刊
行
し
た
が
、
高

宗
十
九
年
（
一
二
三
二
）
、
蒙
古
の
侵
略
に
遇
い
、
こ
れ
ら
の
初
雌
版
の
版

木
は
全
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
高
麗
王
朝
は
都
を
江
華
島
に

移
す
が
、
佛
教
の
功
徳
に
よ
っ
て
外
敵
を
防
ぐ
た
め
に
、
大
蔵
経
の
再
雛

を
発
願
し
、
高
宗
二
十
三
年
（
一
二
三
六
）
か
ら
同
三
十
八
年
（
一
二
五

一
）
に
至
っ
て
完
成
し
た
の
が
現
存
す
る
高
麗
版
大
蔵
経
の
版
木
で
あ
る
。

こ
の
版
木
は
江
華
島
か
ら
福
源
寺
に
移
り
、
の
ち
李
朝
の
太
祖
七
年
（
一

三
九
八
）
に
支
天
寺
へ
移
さ
れ
、
更
に
翌
年
（
一
三
九
九
）
現
在
の
海
印

寺
へ
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
経
板
は
両
面
に
刻
ま
れ
て
お
り
、
一
面
二

十
三
行
で
、
一
行
十
四
字
で
あ
り
、
全
部
で
八
一
二
五
八
板
あ
る
。
こ
の

数
か
ら
八
萬
大
蔵
経
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
経
板
は
渠
材
木
（
樺
木

材
）
を
三
年
海
水
に
浸
し
て
か
ら
乾
燥
さ
せ
て
虫
害
を
防
ぐ
方
法
が
と
ら

れ
て
い
る
。
経
庫
は
二
棟
あ
っ
て
、
前
方
が
修
多
羅
蔵
、
後
方
が
法
宝
殿

と
い
う
。
経
庫
の
内
祁
は
汕
風
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
又
防
湿
の
た
め
に

土
に
塩
と
木
炭
を
混
ぜ
て
固
め
て
あ
る
。
数
次
に
及
ぶ
火
災
に
も
、
こ
の

経
庫
の
み
は
被
害
を
逸
れ
、
李
朝
の
太
祖
七
年
（
一
三
九
八
）
の
刺
建
当

時
の
ま
ま
で
あ
る
。
海
印
寺
の
他
の
建
物
は
二
百
年
ほ
ど
前
に
再
興
さ
れ

た
も
の
と
い
う
。
興
奮
醒
め
や
ら
ぬ
海
印
寺
経
庫
を
後
に
し
て
再
び
バ
ス

で
次
の
目
的
地
俗
離
山
へ
と
向
う
。

俗
離
山
法
住
寺
海
印
寺
か
ら
大
邸
ま
で
又
戻
り
、
京
釜
高
速
道
路
を

北
西
に
走
っ
て
、
新
羅
と
百
済
の
戦
の
要
地
で
あ
っ
た
秋
風
嶺
で
休
憩
。

四
時
間
の
、
ハ
ス
の
旅
で
忠
渭
北
道
の
山
食
に
囲
ま
れ
た
俗
離
山
に
着
く
。

俗
離
山
は
名
の
と
お
り
人
里
を
遠
く
離
れ
た
深
山
で
あ
っ
て
、
あ
た
り
一
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帯
は
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
風
光
明
媚
な
地
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

法
住
寺
が
あ
る
。
バ
ス
を
降
り
て
、
山
門
ま
で
の
参
道
を
歩
く
。
針
葉
樹

や
く
ぬ
ぎ
の
原
生
林
が
茂
る
。
途
中
ア
ヶ
ピ
を
売
る
少
年
に
会
い
、
懐
し

い
味
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
。
法
住
寺
は
、
『
朝
鮮
古
寺
刹
史
料
』
上
、

に
よ
れ
ば
、
「
初
掴
は
新
羅
二
十
三
世
真
興
王
十
四
年
（
五
五
三
）
に
義

信
和
尚
が
天
竺
よ
り
帰
り
、
白
驍
に
経
を
乗
せ
て
こ
の
山
に
入
り
堂
舎
を

創
建
し
法
住
寺
と
名
づ
け
た
」
と
い
う
。
（
同
書
一
二
七
頁
）
現
在
の
法

住
寺
の
捌
相
殿
は
李
朝
仁
祖
二
年
（
一
六
二
四
）
の
建
造
で
、
木
造
の
五

重
塔
で
あ
る
。
木
造
の
塔
と
し
て
は
現
存
す
る
韓
国
唯
一
の
も
の
と
い
わ

れ
て
い
る
。
大
雄
殿
も
同
じ
く
仁
祖
二
年
の
再
建
で
、
李
朝
の
代
表
的
建

築
と
の
こ
と
。
夕
闇
迫
る
法
住
寺
の
一
隅
に
自
然
石
に
浮
き
彫
り
さ
れ
た

磨
崖
如
来
像
を
拝
し
て
法
住
寺
を
辞
し
て
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。
俗
離
山
の

夜
は
さ
す
が
に
涼
し
く
深
山
の
霊
気
が
印
象
に
残
っ
た
。

甲
寺
第
四
日
目
は
俗
離
山
を
早
朝
六
時
に
出
発
。
朝
も
や
の
俗
離
山

を
後
に
二
時
間
半
、
こ
れ
ま
で
と
は
ち
が
っ
て
細
い
凸
凹
の
山
道
を
零
ハ
ス

に
揺
ら
れ
、
忠
清
南
道
の
鶏
龍
山
甲
寺
へ
。
バ
ス
の
窓
か
ら
は
山
あ
い
の

村
が
点
在
し
、
何
か
も
の
淋
し
い
情
景
で
あ
る
。
鶏
龍
山
は
一
帯
を
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
山
登
り
姿
の
若
者
の
グ
ル
ー
プ
に
何
組
か
出

会
う
。
バ
ス
を
降
り
て
か
ら
、
昼
な
お
暗
い
原
生
林
の
中
の
凸
凹
道
を
登

っ
て
い
く
と
甲
寺
の
山
門
が
あ
る
。
「
鶏
龍
甲
寺
」
の
額
を
掲
げ
る
講
堂

は
、
も
と
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
長
年
の
風
雨
に
洗
わ

れ
て
、
今
は
黒
づ
ん
だ
木
膚
の
木
目
を
浮
か
ば
せ
て
い
る
。
境
内
の
案
内

文
に
よ
る
と
、
こ
の
甲
寺
は
百
済
久
爾
辛
王
元
年
（
四
二
○
）
阿
道
和
尚
の

創
建
と
い
う
。
講
堂
の
前
の
鐘
楼
の
鐘
は
李
朝
宣
祖
十
七
年
（
一
五
八
四
）

の
作
。
大
雄
殿
は
李
朝
高
宗
十
二
年
（
一
八
七
五
）
の
再
興
で
、
堂
宇
に

は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
尊
は
釈
迦
佛
。
大
寂
殿
の
前
に
あ
る
浮
屠

は
高
麗
時
代
の
作
と
さ
れ
、
全
面
の
彫
刻
が
雄
大
で
気
塊
に
溢
れ
、
各
部

の
変
化
は
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
八
角
の
基
台
の
上
に
三
重
の
下
台
が
あ

り
、
塔
身
の
八
角
に
は
四
天
王
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
草
深
い

細
く
急
な
坂
道
を
下
っ
た
所
に
鉄
の
瞳
竿
が
あ
る
。
統
一
新
羅
文
武
王
十

九
年
（
六
七
九
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
石
の
支
柱
（
三
米
）
の
間
に

高
さ
十
五
米
の
鉄
製
の
旗
竿
が
立
っ
て
い
る
。
直
径
五
十
四
長
さ
六
十

ｍ
の
鉄
筒
二
十
四
個
を
連
結
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
も
と
二
十
八
個
あ

っ
た
が
、
李
朝
高
宗
三
十
五
年
（
一
八
九
九
）
暴
風
雨
で
四
個
を
失
っ
た

と
の
こ
と
。

麻
谷
寺
甲
寺
を
後
に
し
て
、
ま
た
同
じ
く
凸
凹
道
を
識
ハ
ス
に
一
時
間

余
り
揺
ら
れ
て
忠
渭
南
道
の
麻
谷
寺
へ
向
う
。
、
ハ
ス
を
降
り
て
か
ら
清
流

沿
い
に
歩
い
て
麻
谷
寺
の
解
脱
門
に
至
る
。
麻
谷
寺
の
創
建
は
統
一
新
羅

興
徳
王
（
八
二
六
’
八
三
六
在
位
）
と
い
い
、
麻
谷
寺
の
名
は
二
代
目
住

持
の
名
に
因
む
と
い
う
。
し
か
し
こ
こ
も
こ
れ
ま
で
の
各
地
の
寺
と
同
じ

よ
う
に
壬
辰
の
乱
で
焼
失
し
、
李
朝
顕
宗
二
年
（
一
六
六
一
）
に
再
興
さ

れ
た
。
壬
辰
の
乱
で
こ
ん
な
山
奥
に
ま
で
倭
軍
が
侵
入
し
て
佛
殿
を
破
却

し
た
の
か
と
、
改
め
て
壬
辰
の
乱
の
傷
跡
の
広
く
深
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ

た
。
麻
谷
寺
を
後
に
し
て
再
び
雲
ハ
ス
ヘ
・
車
窓
か
ら
見
え
る
家
々
は
藁
葺

屋
根
で
、
川
に
は
洗
濯
を
す
る
女
の
人
達
、
田
圃
道
に
は
赤
牛
が
草
を
食

む
と
い
っ
た
韓
国
の
農
村
の
旅
情
に
浸
る
。

扶
餘
二
時
間
ほ
ど
の
癖
ハ
ス
の
旅
で
百
済
の
都
扶
餘
へ
着
く
。
日
本
へ

佛
教
を
伝
え
た
の
を
は
じ
め
、
わ
が
国
古
代
国
家
生
成
期
に
そ
の
文
化
を
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伝
え
、
飛
烏
の
文
化
を
今
日
に
残
す
の
も
皆
百
済
か
ら
受
け
た
恩
恵
で
あ

っ
た
。
百
済
の
建
国
は
始
祖
温
詐
王
に
よ
り
紀
元
前
十
八
年
に
遡
る
。
そ

れ
か
ら
六
七
八
年
間
、
優
れ
た
文
化
を
誇
り
な
が
ら
、
義
慈
王
二
十
年

（
六
六
○
）
新
羅
と
唐
の
連
合
軍
の
攻
略
に
あ
い
、
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。

扶
餘
は
聖
王
十
六
年
（
五
三
八
）
に
公
州
か
ら
還
都
し
、
百
済
滅
亡
ま
で

の
一
二
三
年
間
の
都
で
あ
っ
た
。
扶
餘
に
着
く
と
、
今
や
遅
し
と
、
扶
餘

文
化
院
々
長
で
あ
る
李
夕
湖
先
生
の
出
迎
を
う
け
る
。
先
生
は
百
済
の
文

化
を
愛
し
、
亡
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
故
国
の
文
化
遺
産
を
発
掘
し
、
後
世

に
伝
え
る
、
へ
く
奔
走
し
て
お
ら
れ
、
百
済
に
対
す
る
愛
惜
の
念
が
口
を
つ

い
て
激
し
く
吐
露
さ
れ
る
。
一
行
は
扶
餘
の
町
を
育
ん
で
流
れ
る
豊
か
な

白
馬
江
を
船
で
、
百
済
王
朝
滅
亡
の
哀
話
を
伝
え
る
落
花
巌
の
下
を
過
ぎ
、

皐
蘭
寺
に
参
詣
す
る
。
遠
く
日
本
の
難
波
津
ま
で
続
く
と
い
う
白
馬
江
の

流
れ
に
は
、
百
済
滅
亡
時
、
援
軍
と
し
て
こ
の
地
に
来
、
敗
れ
た
古
代
日

本
の
兵
士
達
も
眠
っ
て
い
る
。
皐
開
寺
は
、
百
済
滅
亡
の
時
、
落
花
の
如

く
白
馬
の
流
れ
に
身
を
投
じ
た
と
い
う
三
千
の
宮
女
の
冥
福
の
た
め
の
寺

で
、
こ
の
寺
の
裏
に
湧
く
清
水
を
王
が
薬
水
と
し
て
用
い
、
そ
こ
に
自
生

す
る
皐
蘭
草
の
名
に
因
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

扶
餘
国
立
博
物
館
百
済
王
宮
の
跡
に
位
置
す
る
と
い
う
こ
の
博
物
館

は
一
九
七
一
年
に
竣
工
さ
れ
た
。
入
口
の
門
は
日
本
の
神
社
の
鳥
居
を
連

想
さ
せ
、
建
物
の
屋
根
も
、
い
わ
ゆ
る
大
社
造
り
と
よ
く
似
て
い
る
。
新

し
い
建
物
で
あ
る
が
、
日
本
の
古
い
神
社
の
形
を
見
る
想
い
で
あ
っ
て
百

済
の
文
化
と
の
親
密
性
を
感
じ
る
。
李
先
生
に
よ
れ
ば
、
新
羅
は
佛
塔
を
、

高
句
麗
は
壁
画
を
、
そ
し
て
こ
の
百
済
は
瓦
の
文
化
を
残
し
た
。
こ
の
扶

餘
博
物
館
に
は
数
多
く
の
瓦
と
文
様
溥
が
蔵
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
の
飛

烏
寺
や
山
田
寺
出
土
の
瓦
と
同
じ
蓮
華
紋
の
軒
丸
瓦
が
み
ら
れ
、
飛
鳥
文

化
の
故
郷
と
し
て
の
百
済
が
一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
。

百
済
塔
百
済
の
佛
教
文
化
財
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
は
い
な
い
。
日
本

へ
の
佛
教
伝
来
の
故
国
で
あ
る
百
済
に
佛
教
遺
構
の
ほ
と
ん
ど
な
い
の
は

淋
し
い
限
り
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
定
林
寺
跡
に
残
さ
れ
た
百
済
塔
は
、

百
済
佛
教
の
唯
一
の
現
代
へ
の
語
り
か
け
で
あ
る
。
塔
は
五
層
の
石
塔
で
、

木
造
様
式
を
留
め
、
素
朴
で
は
あ
る
が
ど
っ
し
り
し
た
描
造
の
中
に
、
百

済
石
塔
初
期
の
様
式
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
塔
に
は
新
羅
と
共
に
こ
の
国

に
侵
入
し
た
唐
の
将
軍
蘇
定
方
が
、
百
済
を
平
定
し
た
記
念
に
戦
勝
記
念

文
を
唐
の
顕
慶
五
年
（
六
六
○
）
の
年
号
と
刻
み
つ
け
た
。
佛
塔
に
戦
功

を
刻
む
と
い
う
冒
涜
は
許
し
難
い
。
慌
し
い
扶
餘
の
数
時
間
で
あ
っ
た
が
、

夕
暮
の
残
陽
を
あ
び
る
百
済
塔
と
扶
餘
の
町
は
印
象
的
な
光
景
で
あ
っ
た
。

ソ
ウ
ル
へ
第
五
日
目
。
百
済
の
都
扶
餘
を
後
に
し
て
、
い
よ
い
よ
最

後
の
訪
問
地
で
あ
る
ソ
ゥ
ル
ヘ
向
う
。
途
中
、
韓
国
民
俗
村
に
寄
る
。
一

九
七
四
年
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
民
俗
村
に
は
広
大
な
敷
地
に
李
朝
時
代
の

民
家
が
立
ち
並
び
、
民
具
や
伝
統
技
術
を
保
存
し
て
い
る
。
や
が
て
零
ハ
ス

は
韓
国
の
都
ソ
ウ
ル
へ
入
る
。
李
王
朝
の
都
と
し
て
栄
え
た
ソ
ウ
ル
は
現

在
も
人
口
約
七
○
○
万
を
擁
し
、
現
代
韓
国
の
政
治
・
経
済
・
教
育
・
文
化
の

中
心
地
で
あ
る
。
或
い
は
近
代
国
家
韓
国
Ⅱ
ソ
ウ
ル
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ

う
。
こ
れ
ま
で
の
新
羅
・
百
済
の
古
い
寺
灸
を
廻
っ
て
来
た
一
行
に
と
っ

て
は
数
百
年
を
一
気
に
と
び
越
え
た
様
な
戸
惑
い
を
覚
え
る
。
李
王
朝
の

宮
城
、
景
福
宮
を
見
学
。
仁
政
殿
の
礎
石
に
韓
国
動
乱
の
時
の
砲
弾
の
跡

を
留
め
、
韓
国
の
長
い
戦
い
の
歴
史
の
今
な
お
続
い
て
い
る
こ
と
を
想
う
。

東
国
大
学
校
曹
渓
宗
の
宗
門
立
大
学
で
あ
り
、
わ
が
国
佛
教
学
界
と
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も
親
密
な
交
流
の
あ
る
東
国
大
学
校
を
訪
問
す
る
。
あ
い
に
く
佛
教
大
学

の
主
任
教
授
で
あ
る
金
雲
岳
教
授
急
病
と
の
こ
と
で
、
行
政
課
長
を
し
て

お
ら
れ
る
教
授
に
お
話
し
を
伺
っ
た
。
経
済
学
が
専
門
と
の
こ
と
で
、
現

在
の
東
国
大
学
校
で
の
佛
教
学
の
様
子
な
ど
詳
し
く
知
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
尤
も
こ
の
大
学
も
宗
門
立
と
は
い

え
、
現
在
は
総
合
大
学
と
し
て
発
展
し
て
お
り
、
佛
教
大
学
（
日
本
で
い

う
佛
教
学
部
）
へ
の
学
生
は
少
数
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
日
本
の
宗
門
立
大

学
の
そ
れ
と
同
じ
傾
向
で
あ
ろ
う
か
。
佛
教
大
学
は
佛
教
学
科
・
僧
伽
学

科
・
美
術
学
科
・
哲
学
科
・
印
度
哲
学
科
な
ど
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
る
。

金
知
見
博
士
と
そ
の
夜
の
食
事
は
久
々
の
日
本
食
で
、
や
っ
と
一
息

つ
い
た
。
韓
国
佛
教
学
界
の
第
一
人
者
と
し
て
日
本
の
佛
教
学
界
に
も
な

じ
み
の
深
い
金
知
見
博
士
が
夕
食
に
同
席
さ
れ
、
色
々
と
お
話
し
を
聞
く
。

博
士
は
目
下
、
曹
渓
宗
の
僧
伽
大
学
建
設
の
準
備
で
東
奔
西
走
し
て
お
ら

れ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
戦
前
京
城
大
学
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
韓

国
佛
教
及
び
歴
史
に
つ
い
て
の
日
本
の
研
究
者
の
業
績
が
、
今
日
、
日
韓

両
国
の
学
界
か
ら
余
り
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ぜ
ひ
そ
れ
ら
の
研
究
を

今
日
再
評
価
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
食
事
の
後
、

金
博
士
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
て
ソ
ウ
ル
の
佛
書
屋
を
二
、
三
軒
歩
い
た
。

韓
国
々
立
中
央
博
物
館
第
六
日
目
。
韓
国
旅
行
最
後
の
日
。
五
千
年

の
歴
史
の
韓
国
を
南
か
ら
北
へ
、
そ
れ
は
百
済
・
新
羅
そ
し
て
李
朝
と
い

う
歴
史
を
僅
か
六
日
間
で
通
り
抜
た
こ
と
に
な
る
。
景
福
宮
内
に
あ
る
韓

国
女
立
中
央
博
物
館
見
学
へ
・
日
本
の
広
隆
寺
の
弥
勒
菩
薩
半
珈
思
惟
像

と
関
連
深
い
と
い
わ
れ
る
金
銅
の
弥
勒
菩
薩
半
伽
思
惟
像
の
前
で
足
を
と

め
、
改
め
て
な
る
ほ
ど
と
思
い
な
が
ら
、
目
録
を
購
入
し
て
、
筆
者
は
、

一
行
と
別
に
足
早
に
こ
の
博
物
館
を
廻
っ
て
、
市
中
の
本
屋
へ
出
か
け
た
。

梨
花
女
子
大
博
物
館
最
後
の
訪
問
先
は
名
門
と
い
わ
れ
る
梨
花
女
子

大
の
博
物
館
。
こ
こ
に
は
考
古
遺
物
・
調
度
品
・
装
身
具
な
ど
が
陳
列
さ

れ
て
い
る
が
、
最
も
目
を
引
か
れ
た
の
は
李
朝
青
磁
・
白
磁
な
ど
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

最
後
に
韓
国
の
現
在
の
佛
教
界
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
聞
く
所
に
よ
る

と
人
口
の
約
三
分
の
一
が
佛
教
徒
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
の
四
分

の
三
が
曹
渓
宗
で
、
他
に
十
七
の
宗
派
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
訪
れ

た
古
刹
は
い
ず
れ
も
曹
渓
宗
に
屈
し
て
い
る
。

し
か
し
、
人
里
遠
く
離
れ
た
山
間
に
位
置
す
る
寺
院
ば
か
り
で
町
の
中

の
寺
院
は
見
え
な
か
っ
た
。
こ
の
旅
で
気
づ
い
た
こ
と
の
一
つ
に
、
車
窓

か
ら
の
な
が
め
で
、
ど
ん
な
小
さ
な
田
舎
の
町
へ
行
っ
て
も
必
ず
立
派
な

教
会
の
目
に
入
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
教
会
の
数
は
多
く
、
し
か
も
町
の
中

に
あ
り
、
人
々
の
日
会
の
信
仰
は
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
者
が
多
く
な
っ
て

い
く
傾
向
に
あ
る
の
て
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
人
口
の
三
分
の
一
に
当

る
一
二
○
○
万
人
が
佛
教
徒
と
い
う
が
、
そ
れ
に
比
し
て
佛
教
徒
の
約
半

数
に
当
る
五
六
○
万
人
（
内
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
四
六
○
万
。
カ
ソ
リ
ッ
ク

一
○
○
万
）
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
と
い
う
。
日
本
で
の
比
率
か
ら
見

る
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
多
数
に
驚
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
韓
国
佛
教
界
の

現
状
に
つ
い
て
は
日
本
の
そ
れ
と
は
異
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ
ら
の

話
を
充
分
に
聞
く
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
韓
国
の
寺
院
・
佛
教
史
蹟
の
旅
を
終
え
、
改
め
て
韓
国
佛
教
に
対

す
る
知
識
の
乏
し
さ
と
、
そ
の
研
究
の
重
要
性
を
身
に
泌
み
つ
つ
帰
国
の

途
に
つ
い
た
。
（
昭
和
五
十
二
年
十
月
十
日
稿
了
）
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